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年　　月　　日

　新潟県知事　　　　　　　　様

事業者住所
名称
代表者の職・氏名


令和８年度外国人材受入環境整備事業費補助金（外国人材受入・定着支援事業）の事業実績について（報告）

　令和　年　　月　　日付け雇能第　　　号で交付決定を受けた標記補助金に係る事業実績について、新潟県補助金等交付規則第１２条の規定により、下記のとおり実績を報告し、併せて 　　　　円を請求します。

記

１　補助金額 　　　　　　　　金 　　　　　　　円

２　補助事業完了年月日　　　 　　年　　月　　日

３　添付書類
　(1) 各事業実施要領に定める必要書類
　(2) 支払証拠書類（契約書、納品書、請求書、領収書等の写し）
※代金を補助対象経費以外のものと区別せずに支払った場合は、支払証拠書類とは別に内訳明細書を添付すること

[bookmark: _Hlk193208262]４　振込先
	金融機関名
	
	支店名
	

	口座種別
	☐普通　　□当座
	口座番号
	

	口座名義人
（フリガナ）
	
（　　　　　　　　　　　）



５　連絡先
	
	氏名
	役職
	連絡先(電話番号)

	発行責任者
	
	
	

	担当者
	
	
	




別紙　様式第４号

外国人材受入・定着支援事業　実施報告書
	法人名
(受入事業所等名)
	
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	業　種
	

	受入事業所等
所在地
	〒


	担当者連絡先
	担当者名：　　　　　　　　　　　　　電話番号：
メールアドレス：

	【事業内容】　※１
１　具体的な取組内容



２　実施場所



３　取組による効果



４　外国人材の受入人数　※２
　　事業実施により増加した人数：　人
　　事業実施により増加予定の人数：　人（　年　月頃受入予定）


	消費税の取り扱い　※３
	一般課税事業者　・　簡易課税事業者　・　免税事業者


※１　実施要領第４「補助対象事業」の該当する番号（(1)～(5)）を明記すること。
複数の取組の記載については、上記同様に番号を明記した上で、各取組の内容が分かるように記載すること。
※２　受入予定の場合は、時期も記載すること
※３　該当するものに「〇」を付けること。

別紙　様式第４号（付表）　外国人材受入・定着支援事業　対象経費区分
（単位：円）
	
	支出予定額
	支出内訳

	
	補助対象
	補助対象外
	計
	補助対象
	補助対象外

	報償費
（受講料、講師への謝礼金）

	
	
	
	
	

	旅費

	
	
	
	
	

	需用費
（消耗品費、印刷製本費等）

	
	
	
	
	

	使用料及び賃借料

	
	
	
	
	

	役務費
（通信運搬費、手数料等）

	
	
	
	
	

	委託料

	
	
	
	
	

	備品購入費

	
	
	
	
	

	その他

	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	




別紙　様式第５号

外国人材受入・定着支援事業　経費精算書

（単位：円）
	費      目
	金額
	備考

	補助対象経費　　　　　　　　　　　　Ａ
	
	

	寄付金その他収入額　　　　　　　　　Ｂ
	
	

	差引額（Ａ-Ｂ）　　　　　　　　　　　　Ｃ
	
	

	補助率　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ
	1/2
	

	補助金算定額（Ｃ×Ｄ）　　　　　　　　Ｅ
※千円未満の端数切捨て
	
	

	交付上限額　　　　　　　　　　　　　Ｆ
	1,000,000
	

	ＥとＦを比較しての少ない額　　　　　Ｇ
（＝補助金交付申請額）
	
	

	市町村等から交付を受ける補助金等　　Ｈ
※該当がある場合のみ、市町村等担当課名及び補助金等名を備考に記載すること
	
	


・Ａ欄には「別紙様式第４号（付表）対象経費区分」の支出額のうち、「補助対象」の合計額を記載すること。


別紙　様式第４号

記載例


外国人材受入・定着支援事業　実施報告書
	法人名
(受入事業所等名)
	
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	業　種
	


	受入事業所等
所在地
	〒


	担当者連絡先
	担当者名：　　　　　　　　　　　　　電話番号：
メールアドレス：

	【事業内容】　※１補助金交付申請時に記載した内容の転記ではなく、実際に取組んだ内容を記載してください。


１　具体的な取組内容
・外国人材の雇用に向けた住まい環境を整えるため、物件を改装し、寮として整備した。
・１階部分をラウンジにし、外国人材同士のコミュニケーションの場としての利用や、日本人従業員及び地域住民との交流の場としても利用する。
・宗教的習慣にも配慮し、お祈りができるようなブースも設置。
・中長期での就労を行ってもらえるよう、技能実習から特定技能への変更に向け、試験の対策等について会社全体でのバックアップ体制の構築も行った。
・日本の交通ルールや法令講習を実施。



２　実施場所
具体性や客観性を伴った効果実績を報告してください



３　取組による効果
・外国人材の生活環境を適切に整備することで、労働環境におけるパフォーマンスの向上が期待でき、質の高い仕事に繋げていける。
・長期的に働いてもらえるような環境を確保し、しっかりと生活できる基盤が確保できた。
・○○の国家試験に合格できた。
・お祭りや交流会への参加企画により、日本人従業員や住民との親睦が深まった。



４　外国人材の受入人数　※２
　　事業実施により増加した人数：　人
　　事業実施により増加予定の人数：　人（　年　月頃受入予定）

	消費税の取り扱い　※３
	一般課税事業者　・　簡易課税事業者　・　免税事業者



